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20 世紀までの社会では、「実世界（Physical Real 
World）」での活動が中心であったが、20 世紀末以降、
情報通信技術の発展により「情報ネットワーク社会






























































































図 7 は情報通信研究機構と共同で開発したスマートタップ、図 8 は計測されたウォッシュレットの電
力消費パターンを示している。一般に家電の使い方は個人によって異なるため、その電力消費パターン
を分析すれば使用者を推定することができる。また、これまでの研究で、1 交流周期における電流波形





























（「Best Effort」で電力供給を行うため、全ての要求が 100% 満たされるわけではない。つまり、







EoD 方式では、Best Effort、Cap 制という現在の送電網制御では考えられなかった方式を導入するこ
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